
 

 

「仙台市協働まちづくり推進プラン 2021」の進捗状況について 

 

「仙台市協働まちづくり推進プラン 2021」では、３分野 13 項目の基本的な施策を推進す

るための主な事業として、82 事業（再掲除く。令和６年３月更新時点）に取り組みました。 

なお、本計画期間においては、以下のとおり「重視すべき視点」を設定し、施策を推進し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）掲載事業の進捗状況の推移 

掲載事業については、毎年度、担当部局が進捗状況の点検を行い、Ａ・Ｂ・Ｃの３段階

で評価を行いました。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために、当初の事業計画の

変更が求められた事業もありましたが、実施方法の変更や運営を工夫したことなどにより、

毎年度Ａ（着実に進捗した）・Ｂ（概ね進捗した）を合わせて 90％以上の進捗となりまし

た。 
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【重視すべき視点】 

視点① より多様な主体を巻き込み、つながりを育む協働 

・市民活動のすそ野を広げ、さらに多くの市民の発想を引き出す取り組み 

・協働まちづくりへの関わりを期待したい特定層（若者、企業等）への効果的なアプローチ 
 

視点② 地域に根差し、ともに歩む協働 
・町内会など地域の担い手が不足する中、多様な主体がともに地域づくりに取り組む機運の 

創出と仕組みづくり 

・地域を支える区役所・市役所のさらなる機能強化 

・地域団体等による地域づくりと、ＮＰＯが展開するテーマ型まちづくりの結びつきによる 

相乗効果の創出 
 

視点③ 時代の困難に挑戦する新しい発想の協働 

・新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容に対応する協働まちづくり 

・東日本大震災から 10 年、復興・被災者支援の経験を踏まえた協働の輪の展開 

・ＳＤＧｓを踏まえた、社会の共通目標としての「マルチステークホルダー・ 

パートナーシップ」の実現 

 

（47）                       （22）     （2）  

（51）                       （20）     （3） （1） 

（50）                       （23）     （1） （1）  

※括弧内の数字は目標を設定している事業数を表しています。 

 

資料２ 



 

 

（２）分野ごとの取り組みと成果 

 

 

①掲載事業の評価推移 

  
＜Ａ＞ 

着実に進捗した 

＜Ｂ＞ 

概ね進捗した 

＜Ｃ＞ 

進捗が遅れている 

＜その他＞ 

事業終了 

令和３年度 16 (84.2%) 3 (15.8%) 0 (0.0%)   

令和４年度 13 (61.9%) 6 (28.5%) 1 (4.8%) 1 (4.8%) 

令和５年度 13 (61.9%) 5 (23.8%) 2 (9.5%) 1 (4.8%) 

 

②主な取り組み 

●地域づくりパートナープロジェクト推進助成事業 

 

 

 

 

●地域診断・課題発掘等支援 

 

 

 

 

 

 

 

●市民協働事業提案制度 

 

 

 

 

 

③成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野１全体では、様々な主体が連携・協働して行う取り組みを推進するとともに、区役所・

総合支所が地域と協働し、地域力を生かし、共に課題解決を進めるための体制や仕組みの構

築・強化を図ることなどにより、市民活動が促進され、市民協働も推進されました。新型コ

ロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、一時的に施設利用者や参加者が減少し進捗が滞っ

た事業もありましたが、必要に応じて事業を見直したり運営の工夫を図り、Ａ（着実に進捗

した）およびＢ（概ね進捗した）の評価が大半を占める進捗結果となりました。 

また、町内会をはじめとする多様な主体がともに地域づくりに取り組む仕組みがつくら

れ、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容に対応し、社会課題や地域課題の解決

に向けた効果的な取り組みが地域で実施されました。 

地域の実情やまちづくりの各段階に応じ、課題の現状分析・調査

や、複数団体が連携・協働で行う取り組みなどに対して、必要な経

費を助成しました。 

 

分野１  市民活動の促進および市民協働の推進に関する事項 

 

区役所・総合支所が地域と協働し、課題の発掘や整理等を行う

にあたり、それぞれの実情や必要性に応じ、勉強会の開催や先進

事例の視察を行うなど、機動的な取り組みを行いました。 

 

市民活動団体や地域団体、企業等から地域の課題解決や魅力

向上に資する事業の提案を募集し、提案団体と市の関係部局の

協働により、多様な主体が持つ専門性を生かした事業を実施しまし

た。 

【助成件数】 

R３：７件 R４：８件 R５：９件 

【実施事業件数】 

R３：４件 R４：１件 R５：５件 

【令和５年度の取り組み】 

青葉区：町内会デジタル化推進等 

宮城総合支所：宮城地区西部活性化 

宮城野区：沿岸部被災地区支援等 

若林区：若林まちみがき推進 

太白区：生出地区活性化支援等 

秋保総合支所：旧学校跡施設の利活用 

          先行事例視察研修 

泉区：安全・安心まちづくり活動に係る 

    地域と高校の連携支援 



 

 

 

 

①掲載事業の評価推移 

  
＜Ａ＞ 

着実に進捗した 

＜Ｂ＞ 

概ね進捗した 

＜Ｃ＞ 

進捗が遅れている 

＜その他＞ 

事業終了 

令和３年度 5 (50.0%) 4 (40.0%) 1 (10.0%)   

令和４年度 6 (60.0%) 4 (40.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

令和５年度 7 (70.0%) 3 (30.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

 

②主な取り組み 

●オープンデータの利活用推進 

 

 

 

 

●パブリックコメントの実施 

 

 

 

 

●仙台市市民意識調査 

 

 

 

 

 

●附属機関等における女性委員の登用率の向上 

 

 

 

 

③成果 

 

 

 

 

 

 

 

分野２  政策形成過程への市民の参画の推進に関する事項 

 

分野２全体では、情報公開・情報発信を進め、市民の意見を反映できる機会を増やし、市

民が協働まちづくりに関わりやすい環境づくりや参加の機運を高めることなどにより、政策

形成過程への市民の参画を推進しました。新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し

たことにより事業実施が進んだことや、事業運営を工夫したことなどにより、Ａ（着実に進

捗した）評価が増え、年を追うごとに進捗が進みました。 

また、行政データの開示によって政策情報へのアクセスが向上し、より多様な参画のあり

方をつくることができました。 

「仙台市オープンデータ推進に関する方針」に基づき、各課が保有

する行政情報の更なるオープンデータ化を進めました。また、オー

プンデータの利活用を推進するため、市ホームページ等を通じて普

及・啓発を行いました。 

基本的な計画等の策定過程において、広く市民から意見を求め、

提出された意見に対する市の考えを明らかにするとともに、提出さ

れた意見を考慮して適切に計画等に反映させました。 

【オープンデータカタログ登録数】 

R３：265 件 R４：291 件 R５：335 件 

市政に重要な役割を果たす審議会等の委員に女性を積極的に

登用し、政策形成、意思決定の場における女性の参画を促進し

ました。 

【女性委員の登用率】 

R３：35.2％ R４：36.3％ R５：37.2％ 

【実施件数】 

R３：15 件 R４：18 件 R５：26 件 

基本計画に掲げるまちづくりの理念のもと、目指す都市の姿の実現

に向けて、施策の推進状況に関する市民の評価やニーズの変化を

継続的に把握するために、市民意識調査を実施し、その結果を施

策の進捗管理に生かすことにより、本市の施策の推進を図りまし

た。 

【有効回収率】 

R３：実施見送り R４：51.9％ R５：48.3％ 



 

 

 

 

①掲載事業の評価推移 

  
＜Ａ＞ 

着実に進捗した 

＜Ｂ＞ 

概ね進捗した 

＜Ｃ＞ 

進捗が遅れている 

＜その他＞ 

事業終了 

令和３年度 26 (61.9%) 15 (35.7%) 1 (2.4%)   

令和４年度 31 (70.5%) 13 (29.5%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

令和５年度 31 (70.4%) 12 (27.3%) 1 (2.3%) 0 (0.0%) 

 

②主な取り組み 

●若者が活躍するまちづくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

●市民センターにおける若者の支援 

 

 

 

 

 

 

●市民活動サポートセンターにおける多様な主体の交流促進 

 

 

 

 

 

③成果 

 

 

 

 

 

分野３  多様な主体による活動の促進に関する事項 

 

分野３全体では、市民活動や協働まちづくりに関わりの少なかった主体が参加するきっか

けとなる機会づくりの他、多様な主体の交流や情報発信の支援等を行うなどして、多様な主

体による活動を促進しました。取り組みについての広報や事業運営の工夫などにより、Ａ（着

実に進捗した）評価が増え、年を追うごとに進捗が進みました。 

また、協働まちづくりへの関わりを期待したい多くの若者が取り組みに参加し、そこから

生まれた新たな視点やアイディアが、具体的な取り組みとして地域で実施されました。 

若者が参加する実践的プログラムである「仙台まちづくり若者ラボ」、若

者団体からの提案に基づき市が協働して事業を実施する「ユースチャレ

ンジ！コラボプロジェクト（若者版・市民協働事業提案制度）」、若者団

体の社会貢献活動を表彰する「仙台若者 SDGs アワード」の実施など、

若者のまちづくりに対する関心や経験に応じた施策を展開しました。 

市民活動サポートセンターにおいて、NPO や事業者、教育機関など多様

な主体が意見を交わし交流することで相互理解を深める機会を、オンラ

インなども活用しながら創出しました。 

【子ども参画型社会創造支援事

業への新規参加者の割合】 

Ｒ３：4.5 割  Ｒ４：6.4 割 

Ｒ５：6.2 割 

【情報交換会参加者数】 

R３：128 人 R４：245 人 

R５：250 人 

市民センターでは「子ども参画型社会創造支援事業」を実施し、小学校

中学年の児童から中学校・高等学校の生徒まで、子どもたちがそれぞ

れに地域社会の構成員としての意識を育みながら成長していくことを目

指し、子どもたち自身が主体的に参画し、子どもならではの役割と可能

性を自由に発揮できる事業を実施しました。 
 

【ユースチャレンジ！コラボプロジェ

クト（若者版・市民協働事業提案制

度）実施事業件数】 

Ｒ３：２件 Ｒ４：７件 Ｒ５：８件 

 

【仙台まちづくり若者ラボ参加者数】 

Ｒ３：33 人 Ｒ４：42 人 Ｒ５：41 人 


